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1

Narrationはこれまで,大きく分けて,二つの研究法一文法と修辞法-にて研究されてき

た｡外国に於いては主として修辞法ないし,文体論の研究対象であり,我国に於いては英語

がL2として中学校および高等学校にて教えられていることもあって,文法にて扱われるこ

とが少なくない｡外国に於いては,Narratiollは文法用語として定着しておらず,その定義

もされていないようで あるが,我国に於いては次の OttoJespersen と市河三喜博士による

説明が Narrationに対する定着した考え方のようであるO

他人の言う 〔考える〕こと,あるいは言った 〔考えた〕こと-または自分が以前に言った

〔考えた〕こと-を伝え (report)たいと思うとき,二つの表わし方がある｡

その一つは,話し手 (または書き手)の言葉をそのまま述べる,あるいは述べることを

内容とするもので,｢直接話法｣(ail-eCtspeech,oratiorecta)といわれる.

もう一つは,その言葉が引用されるときの情況に基づいてそれに適合するよう語をとと

のえるもので,｢間接話法｣(indirectspeech,oratioobliqua)といわれる､｡l

Narration(話法)2種ある｡他人の言葉をそのまま繰 り返して伝えるものを dil,eatl池Tra-

tion(直接話法)といい,その趣旨をとり自分の言葉に直して伝えるものを ilildFife氏 ユa抑-

ration(間接話法)という｡2

この二つは ｢話法｣についての説明ではなく,｢直接話法｣と ｢間接話法｣についての説明

である｡このような二つの ｢話法｣についての説明から,木原研三教授は,｢話法｣を次の

ように定義している｡

他人の言葉または思考一過去の或るときの自分の言葉または思考-を伝える際の述べ方を

話法 (Narration)という｡3

文法研究は,言語形式 (原則として,その最大単位は文)のみを扱い,その形式に関与す

る人間は扱わないために,｢直接話法｣と ｢間接話法｣との文法的関係一主として時制と代

名詞-を明らかにするにとどまっている｡この二つの中間的な話法 ("RepresentedSpeech")

には文法にて解明できる部分は少ない｡ この話法は修辞法にて研究されることが多く,言語

形式とそれに関与する人間 (主として発話老ないし筆者)を考慮に入れて文法では解明され
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ない部分が補なわれている｡

本稿では, 小説に於ける Narration についての一考察を試みるつもりであるが, 次の

Webster'SThirdNew InternationalDiciionaryの narrateと narrationの定義に見られ

るように文法用語としての Narrationより広義に解釈 して考えていきたい.

narrate:totellorrecitethehappeningof(astory)

narratioll:1:theactorprocessoftel臣1g theparticularsofan act,occurrence,or

courseofevents

当然ながら,語る (narrate)人は Narratorである｡本稿の意図は,小説に於ける Narra-

torの語 り方を Narration と考え,Narratorの立場と Readerとの関係,および Narration

の言語表現上の樽徴を明らかにしようとするものである｡

2

一般に小説に於ける Communicationは,Authorから ReElder-の一方的なものと考え

られるが,Readerに直接言語化された Messageを送るのは Authorではなく,小説を語

る人,すなわち,Narratorである｡従 って,Author-Narrator-Readerのような Commu-

nicationであると考えられる｡WayneBoothは,さらに, Authorと Narratorとの問に,

Narratorを含めて或る一作品全体を支配する存在として,ⅠmpiiedAuthorを設定 している｡4

これは, 或る-作品のみを支配する存在で, 同一の Authorの他の作品には関係を持たな

いという意味で,実際の Authorとは区別されるものである｡従って,小説に於けるCom-

municationに関与する人は次のように図示できる｡

RealAuthor･→

ImpliedAuthor(1)-→ Narrator(1)

impliedAuthor(2)→ Narrator(2)

ImpliedAuthor(3)→ Narrator(3)

ImpliedAuthor(n)→ Narrator(n)

(SENDER)

-→Reader

(RECEIVER)

上図に於ける RealAuthorと ⅠmpliedAuthor, および ImpliedAuthorとNarratorとの

関係については本稿では触れず,Narrationの言語表現上の特徴を明らかにする目的から,

Narratorと Readerの関係のみについて考えることにする｡また, SeymourChatmanは

Hemingwayの TheKin,ersに於ける-Narrationでは, Narratorの存在は感じられず,

impliedAuthorとNarra.torが一致 していることを理由に,この作品には Narrator-は存在

しないと述べているが,5 このような腐食にも,ImpliedAuthorが直接語るのではなく,語

り手はあくまでも Narratorであると考えておきたい｡
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まず,Narratorと Readerとの関係は, Narraturが Readerに向って直接に語 りかける

という意味に於いて,二者問の (一方的な) Communication として考えることができるか

ら,二者間に於いて,次の二つの関係が成 り立つ｡(1)Narratorは自らを名乗る (代名詞 "i",
自らの名前,あるいは "yourauthor"などの表現にて) 場令も, 名乗ることなく,自らを

漠然とした存在としておく場合も,語る立場にある理由から,一人称の立場にあり,Reader

は語られる (聴 く)立場,すなわち,二人称の立場にある｡(2)Narratorと Readerは時間

的には ｢現在時｣6にて関係を持っているOすなわち, Readerが作品を読む時に Narrator

が語るのであり,この時の時間ほ｢現在時｣と考えられる｡この(1)と(2)は NarratorとReader

を結ぶ根本的な関係である｡

次に,Narratorの種類について考えておきたい. Narratorが自らを表示する (名乗る)

か否かによって,二つに分けられ,前者を(A)後薯を(B)とする｡また, Narratorが作品中の

登場人物の一人であるか,それとはまった く関係のない純然たる Narratorであるかによっ

て,再び二つに分けられる.この前者を(a),後者を佃とすると次のような Narratorの種類

が得られる｡

(Aト(a)

仏)一仲)

毎)-(.Tl)

03)-O))

この四種類のうち,(Bト (a)は一般には考えられない｡ また,(Aト O))a,Emily もronte の

WutheringHeightsに於ける Lockwood(Lockwoodは作品中の一部では登壕人物の一人

であるとも考えられるが,純然たる Narrator と考えておく方が 妥当であろう) のよう億

Narratorである｡従って,三種類の Narratorが考えられることになるが,一作品を通 じて

同一の Narratorが語るとほ限らない｡たとえば, R_L Stevenso畠 の Treasureis･la7-2d

に於いて,16,17,18章では Narratorが Jim HawkiflSに代わって t･heDo転地r紅な番｡

また,Hemingwayの ToHaveandHaveNotに於いては,次のように複雑紅 滝 rj:抽 r

が交替する｡

第 1部 :(郎-(a):Ⅰ-HarryMorgan

第 2部:但)-0))

第 3部 1葦 ･･(封-(.Ti)･･Ⅰ-Albert

第 3部 2章 :(A)-(a):Ⅰ-HarryMorgan

第 3部 3-18章 :03ト ㈲

第 3部の第18章 (最終章)は,次のように始められる｡

Idon'tknow,MarieMorganwasthinking,sittingatthedining-roomtable,Ican

takeitjustadayatatime,andmaybeitgetsdifferent.It'sthegoddamnednights.Ⅰf

Icaredaboutthosegirlsitwouldbedifferent.ButIdon'tcareaboutthosegirls,-･･

この章の Narratorは上記のように(B上 回であるが,第二文以降はあたかも㈱-jLTL):ト Marie

Motganなる Narratorが語 っているかのように感 じられる｡これは,上に述べた Narrator
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の種棟は変わらないが,03)-03)なる Narratorが,自らの本来の立場 (客観的に語る立場)

を離れ,登場人物 (MarieMorgan)の立場に入 り込んで語っている表現と考えられる｡

従って,一作品に於いては,Narratorの種類が交替 した り, Narrator自身が交替するだ

けでなく,それが交替 しなくとも Narratorの立場に変北が見られることがよくある｡この

立場ないし視点 (PointofView)に関 しては, SeymourChatmallが, "PerceptualPoint

ofView,""IdeologicalPointofView"および "InterestPointofViewけ の三つに 分析 し

て有意義な考察をしているが,7 ここでは敢えて分析せずに｢立場｣としておきたい｡本来,

Narratorは自らの主観を控え,可能な限 り客観的な立場から,いわゆる "camera-eye"をも

って語ることを建て前とするものであろうが, Narration の単調さを避け効果的に Reader

に伝達するために,本来の立場を離れ一自らの個人的な立場や他人 (登場人物)の立場から

一語ることが少なくないO

以上のことから, Narratorは,その語 り方によって,人間的な Narrator(-人間の立場

-NarrとItOr自身あるいは登場人物の立場-からそれぞれの主観的な眼を通 して語る) と非

人問的な Narrator (物語を可能な限り客観的に, 自らの存在を明確にせずに語る) の二つ

に分けられる｡これらの Narratorの語 り方に於ける言語表現上の特徴 (とくに前者の)に

ついて次に述べる｡

3

SymourCllatmanは Narratorが自らを名乗ったり, 自らの存在に注 目させようとする

表現のうちのいくつかを,或る-観点から,次のように分類して説明している.

--Certainofthesecan beclassi丘edasjudgements… thatis,moralevaluationsof

charactersandsituation,interpretations- directexplanationsofwhatactionsmeanor

whatcharactersaredoillg,generali36ations- referencestoehetealworldoutsideof

thework,as,forinstanceinmetaphors,andexplicitself-references,thatis,Speaking

ofhimselfinthefirstpersonorbymeansofsomeepithetlike"yourauthof.〃8

本稿では,これらの言語表現上の特徴を,別の観点から,次の･ような基準に基づいて考えた

い｡(1)時に関する表現,(2)代名詞に関する表現,(3)その他の養親,(4)｢直接諸政｣と ｢間接

話法｣に関する表現｡

3.1. 前に述べたように, Narratorと Readerは ｢現在時｣にて接触を保っているが,〟

般に Narratorが語る内容は過去のものであることが多く,従って,過去を示す動詞の諸形

式にて語られる｡9 ところが, 過去の内容を伝え る際やこ,現在を示す諸形式が用いられるこ

とがある｡過去の内容を可能な限 り客観約位語ろうとする場合ならば,当然過去を示す形式

がとられるであろうし, ｢現在時｣に於ける何かを,.Lまた披,超時間敬な何かを表わ してい

る場合には,そこに何らかの Narratorの意図が作用しているものと考えられる｡従 って,

この現在を示す形式は Narrator (人間的な) の存在を示す重要な挙掛 りとなる｡ 仮紅,こ

れを "Narrator'sPresent"と呼んでお く̀｡この "NalrratFOr.'岳PreseI魂" ほ次のように 分類や
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きる｡

(i) 刺 (皮)的現在時制 ("Drarnatic(Historic)Present")として用いられる｡

(ii) 情景,状態,慣らわ し,習慣,習性などを表わすのに用いられる｡

(iii) 超時間的な表現に用いられるO

(iv) Narratorの ｢現在時｣に於ける意図や判断を表わすのに用いられる｡

(i)については多 くの研究がなされているように,次の例のように過去の出来事をあたかも

Readerの眼前にあるかのように叙述する際に用いられる方法である｡

Theniggergetshisballoftwineheusedfortyingbaitsandhisdarkglasses,puts

onhisstraw hatandgoeswithoutsaylnggood-bye.Hewasaniggerthatneverthought

muchofanyofus.- E.Hemingway,ToHaveandHaveNot

(ii)は ｢劇的現在｣の一種とも考えられる｡ところが,表現される過去に於ける情景や状態

などは相当に長い間ほとんど変化せず,従って,｢現在時｣に於いても,その表現 (現在を示

す形式による)がそのまま有効であると判断される場合に用いられる｡従 って,ここでは(i)

とは区別 しておきたい｡ただ し,作品中の情景や状態などの叙途が基づいている時間と ｢現

在時｣とが大きく隔た り,｢現在時｣に於いては,もはや情景や状態などの変化によって,

その叙述が完全に過去のものと考えられるようになった場合には,これを(i)に含めるか,あ

るいは別の見方をしなければならないであろう｡次のような例が(ii)の例である｡

Wecameinslow overthereefand towhere Icouldseethebeachshine.Thereis

plentyofwaterov占rthereefandinsideit'sallsandybottom andslopesrightintoshore.

- E.Hemingway,ToHaveandHaveNot

YoucangetagoodrnealatthePerla fortwenty一点vecents.Everything on the

menuisadimeexceptsoup,andthatisanickel.- Zbid.

'I'llsee,'saidFrankie.Hehangsaroundthe waterfrontanddoesoddjobsandis

prettydeafanddrinkstoomucheverynight.- Zbid.

Charleyisatalldog.Ashesatintheseatbesideme,hisheadwasalmostashighas

rhine.- I.Steinbeck,TravelswithCharley

前掲の SeymourChatmanの説明中の "generalization"と "interpretatioll" に相当する

表現の多 ぐは,現在を示す形式にて表わされることが多く, ここでの分類では(iii)に入るO

過去に於ける個々の表現を抽象 し一般化 して表わす場合や,個々の表現を説明するために引

き合いに用いる ｢たとえ｣の表現などによく見られるものである｡これは,次の例に見られ

るように,N'aFratOrの存在にとくに注意を向けさせるものではないが,"camera-eyeHをも

って語るのやはなく,Narrator個人の説明を示すものである｡

.Ma融aTorres,alean,drywo三池nwithancienteyes,hadruled thefarm forten
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years,eversinceherhusbandtrippedoverastonein theaeld oneday and fellfull

ierlgthonarattlesnake.Whenoneisbittenonthechestthereisnotmuch thatcan

bedone.- J,Steinbeck,Flight

ButCharlottewasgettingOninyears- twenty-sevell; t々thaiageanunmarried

girllearnstooverlooksuchtrivialities.-FrancesDoloresRoss,EspeciallyTwe72ty

Butstill,theyhadthespiritofmodestyasalotofpeoplehave_- J.Steinbeck,

SaintKatytheVirgz'n

lthadallstartedwiththeturningofleavesandtheirfallingtoearth- thisfifth

strangeseason oftheShortBlueMoon.Ziisikeseason beforetheonslaughtof

winterwhencoolnessbesetsthedawnand thestarsshineinblackvelvet.Nettiehad

lookedintothemirrorandknew thatshe,too,had reached theseason oftheBlue

Moon.- HelenSaunders,TheFifhSeason

(iv)は Narrator個人の ｢現在時｣に於ける判断,意図,感情などを,過去の出来事を語る

際に,付加する場合にしばしば 用いられるものである｡ 多くの場合は, 次の例のように,

"Ⅰ〃にて表示された Narratorが語るときに見られる｡

FrarlkiefeltasbadasIdid.Idon'tknow how hecouldbutheseemedto.- E,

Hemingway,ToHaveandHaveNot

Pm sorrynow thatwedidnothugeachother.- T.Capote,TheGrassHarp

Pm sureInearlyfainted.Thebloodpoundedin myears.〟 J.Steinbeck,Johnny

Bear

ZeldahadleftColumbinejustaftergraduatiorlfrom high school.AsIremember,

Sllehadbeenatthattimethereigningbeautyofthetown.一一RobertOber6rst,Zelda

また,"I"にて表示されない Narratorによることもある｡

ZtisdoubtfulwhetherBrotherColinhadthetiberofatruepriesトmilitantinhis

nature.- J.Steinbeck,SaintKatyikeVL'rgin

ZtshouldnotbeassumedthatCharlottewasobsessedmere一ywiththenumbertwenty,

- F.D.Ross,EspeciallyTwenty

3.2. 作品中の登場人物以外の漠然とした任意の或る人 (々 )を指す代名詞 - We,you

(複数形),he,they,those,one,everyone,everybody など-は 当戯ながら,Seymour

Chatmanの説明による "generalization" に相当する表現紅しばしば用いられるO ここで

紘,Narratorと Readerの直接的な関係 (Narratorの Readerへの直接的な働きかけ)を

示す代名詞 "you"について考えたい.NaFratOrと ReadeFの間虹 Comm岨nicatioa ,(この

場合は Narratorから Reader-の一方的な)が行なわれるため杜は,二者間の波蝕が保た

れることが必ず必要である｡この接触はまっ.たくの心理的なものであるから,この壊蝕を持ち,
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かつ維持するか否かほすべて Readerの意志に拠ることになるが,この二者間の接触を維持

させようとする Narrator･の意図は Readerを指す代名請 "you"を伴なう表現に 顕著に現

われる｡Narratorと Readerは ｢現在時｣に於いて接触 しており,この表現は Narratorが

語っでいる過去の事象とは関係のないものであるから,多くの場合,現在を示す動詞の形式

とともに用いられるOこれは,次のように, Narratorが Readerの注意を語る内容に向け

させよう･とする場合の,すなわち,"chanllel-testillg"としての表現にしば しば見られる｡

Now hehadmoneyhewentoだagooddealfaster,butItellyouitwaspoisontosee

him walk,even.- E.Hemingway,ToHaveandHaveNot

SisterIdavowedthey'dwashmorethanthat.Theyneededto,I'lltellyou.- T.

Capote,TheGrassHarp

Yousee,tobeinvitedtoaLangtonparty,tostandbeforeWilliamLangton,hiswife,

friendsandassociatesandmakethem feelsmallinthepresenceofhissuccesshadbeen

Roderic'smostimportantambition.- DorothyRan°leClinton,Roderic'sDecision

YoumustseethatthebadnessofKatywasn'tanythingshegotbyinheritance,so

shemusthavepickeditupfrom themanRoark.- J.Steinbeck,SaintKaty the

Vz'rgz'n

Yt)aknow how itisthere earlyinthemorninginHavanawiththebumsstilla-

sleepagainstthewallsofthebuilding;- E.Hemingway,ToHaveandHaveNot

また,次のように,疑問文や命令文 (この場合は "you"が表わされない ことが多い)の形

によって "channel-testing"がなされることも少なくないO

Ẁhat'Sthematter?What'sthematterwiththeengine?I

S̀hebrokedown.'

Ẁhyhaveがtyougotthehatchup?∫

Òh,hell!'Isaid.

Doyouknotvwhathe'ddone?- E.Hemingway,ToHaveandHa-JeNot

Butigothim forwal-dontohiskneesandhadboththumbswellin behindthis

talkェbox,aridlbentthewholethingback untilshecracked.Don'tthinkyoucan't

hew itcrack,either.- Ibid.

Zmagi71eWhatitmusthavebeenforherwhenかsticametothe house,aloud

a･ndpryi瓜gboyofeleven.- T.Capote,TheGrassHarや

Afteral1,hehadacarthatwassupposedtohavecostthreethousanddollars.Second-

hand,mind3,Ou.- Zbid.

Readerを指す "you"が過去を表わす動詞の形式とともに用いられる場合は, "cllannel-

tesぬg"の葛役割と同時に, ｢劇的現在｣の役割と同様に,過去の事象を Readerに鮮明に伝

えよ′うLとする役割を果 しているものと考えられる｡ただ し,これは｢劇的現在｣とは反対に,
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｢現在時｣に居る Readerを過去に於ける物語の中に引き込んで,語る内容と Readerとの

接近を計るものと考えられる｡

TheBuだaloBarsounds.eventome,likeaterribleplace,butwhen you walked

downthenightstreet,overthewoodensidewalks,whenthelongstye-amersofswamp

fog,likewaving,dirtybunting,鮎ppedinyourface,when finally you pushed open

theswingirlgdoorsofFatCarl'sandsawmensittingaroundtalkinganddri王lking, and

FatCarlcomingalongtowardyou,itseemedprettynice.Youcouldn'tgetawayfrom

it.- I.Steinbeck,JohnnyBear

Aboutallnatu;althingsDollywassophisticated;Shehad thesubterraneanintelligence

ofabeethatknowswheret0氏ndthesweetest且ower:shecouldtellyouofastorm a

dayinadvance,predictthefruitoffigtree,leadyoutomushroomsaTldwildhoney,a

hiddennestofguineaheneggs.- T.Capote,TheGrassHarp

Toreachtheattic,youclimbedaladderinthelinencloset,theceiling ofwhich

wasatrapdoor.- Zbid.

Emmawassuchatightwoman.TherewasnothingyouCould'doforherwhenshe

wasill,excepttotakepiesandcakestoPeter.- J.Steinbeck,TheHarness

3.3. 3.1で述べた "Narrator'sPresent"ほ動詞の形式によるものであるが,動詞以外の表

現にて,3.1での分類では(i)に相当する役割を果すことがある｡動詞は過去を示す形を用い

ながらも,時を示す副詞は現在を示す表現を用いることによって, Readerを過去の中へ引

き込むか,あるいは過去の出来事を ｢現在時｣に於けるものであるかのようにするかのいず

れかによって,語る内容を Readerに鮮明に伝えようとする手段と考えられる｡次がその例

である｡

AnditwasgettinghardertorepressherUnconscious.Now shewasaffaidbfanything

smallenoughtopickupandbigenoughtobedeadly;- F.D.Ross,

Especiallb,Twenty

His丘ngersbeatasteadydrum ontheglasssurfaceofthedeskashenervouslyscanned

therough丘nancialdrafthewastocompletetoday.--･"Good mornitng,MissSmith.

AndwhatbrirlgSyouheresoearly?"Jamesthoughtofwhathapp套ned-lastnight,and

agai;'thismorningandherelOshewas.- JohnM.Hilshef,NetuPerspec如 e

lthappenedibisday,llwiththem offatthebufialandmealoneinthehollSeanda

sandywindblowingroughasanelephant,thatlgotintouchw如 God,- T.Capote,

TheGrassHarp

また "Narrator'sPresent"の(iv)に相当する役割を,動詞の形によらず,他の形式匿で表

現することがある｡これは, Narratorが過去の出来事を語る際紅,自らの主観的な判断や

感情などをその中に織 り込むときに用いられる手段であり,副詞的表魂紅よる場密が多い-O



小説に於ける Narration 113

この場合の副詞には HenrySweetによる副詞の意味に よる分類のうちの "Adverbsof

AssertiLonりめ種類に属し,12文修飾の機能を果すものが多い｡次がその例である.

Yes,ithadbeenacceptedi一lthetownthatshewouldbecomeafamousactress.-

RobertOberfirst,Zelda

Theyweretooslithy,toomuchlikethoselizardsthatbaskedon thewarm pebbles

intheouterAelds.Nope- Dieselswerenotforhim.- MamieDavis,Warnedby

Satan

MaybeitwasbecausetherdghthemetJoeattheRedBullCafehehadbeen discour-

agedandintendingtodrinkbeforeJoehadsaid:"Neverdrinkwhenyou'refeelinglow.

It'llgettobeahabit."- D.R.Clinton,Roderic'sDecision

Jarneswasgladthatshedidn'tanswerhim.Hewishedthatshehadn'tsaidwhat

shedid.MaybesJhewastoohasty.Perhapsindrivinghimselftoo一hardforthevice-

presidencyheneglectedhiswife.- JohnM.Hilsher,New Persクec如 e

および Narratorの主観的表現を示す他の言語表現上の特徴紘,3r2乾で述べた命令潜紀よ

る表現,疑問文,感嘆文,仮定法による表現,あるいはまた, ｢たとえ｣の襲濁などであるO

以上の表現は Narrator自身の主観を表わすとともに,登場人物 ､(Narraior以外のつの主

観を表わすこともある｡

Andthenithappened,thewonderful thing.Outofthebu血 ran awhite申弧

Maryfroze.Yes,itwasaquail,710doubtofit, andwhiteass720W.Oh,挽isig'aS
(i)

wonderful!- I.Steinbeck,TheWhiteQuail
しiit

この例では,(i)の文の "Yes"と "nodoubtofit"それに "White assnQW"推 hTa芯ratOE

の主観を,(ii)の文では,文全体が登場人物 (Mary) の主観をそれぞれ表わしていると考起

られるO(ii)の文では, Narratorが Maryの立場に入り込んで, Mary の立場から惑って

いるものと考えられる｡これについては次の3,4にて述べる｡

3.4. ｢直接話法｣と ｢間接話法｣については,細江逸記博士の詳しい文法的研究があり,

この二つの話法を説明する際に次の七つの術語を定めている｡

(1) 伝達文句 (ReportingClause)- たとえば, Hesays,"Iam happy･"における

Hesays

(2) 伝達動詞 (ReportingVerb)- 上例 says

(3) 被伝達文 (ReportedSpeech)- 上例 Iam happy･

(･4)元発言者 (FirstSpeaker)- ""内の事を言った人,すなわち,上例 Hesaysの He

である人

(5) 元聴老 (FirstHearer)- 元発言者の直接話法を受けた人,すなわち, Hesaidto
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her,"Youarehappy."ならばこの herである人

(6) 伝達者 (Reporter)- 元発言者のことばを他に伝達する人,すなわち,Hesays,"I

am happy.りの全体を言 う人

(7) 被伝達者 (ReportedParty)- 伝達者から伝達を受ける人13

これを小説にあてはめて考えてみると,元発言者と,元聴者は一般に作品中の登場人物であ

り,伝達者が Narrator,被伝達者が Readerである｡従って,上例 Hesays,"iamllappy."

なる文全体が Narratorの言葉となるが, この場合の被伝達文 "Iam happy."は元発言者

の言葉をそのまま Narratorが再現 したにすぎず, Narrator独自の言葉は伝達文句の HHe

saysけのみである｡この文が ｢間接話･法｣にて,Hesays(that)heishappy.と表わされた

場合には,この文全体が Narrator独自の言葉となる｡

大塚高信博士が指摘 しているように, ｢直接話法｣にて表わされた文と ｢間接話法｣によ

るものとは等 しい意味は持たない｡140.Jespersenは ｢直接話法｣の被伝達文について,｢言

葉を直接引用するということは, 『劇的現在時制』使用の要因をなしているのと同じように

過去を生き生きとした姿に想像する心理状態の結果である｡｣15と説明している｡これは上例

の文の伝達動詞を過去形にしてみると明らかになる｡ところが, Narratorはこの場合,元

発言者の言葉をそのまま伝えるだけであるから,伝達文句中にのみ自らの主観を含める以外

には,極､めて客観的な立場から,"camera-eye"を通 して語ることとなる｡小説に於いては,

元発言者は一度示 しておいて,二度目か らは省略 した り,文脈から判断できる場合には元発

言者を示さずに被伝達文のみが表わされることが多い.このような場合には Narratorの存

在はほとんど感 じられず,単なる伝達者 (非人問的な Narrator) にすぎない｡ 次がその例

である｡

'Well?'RichardCordonsaidtohiswife.

Ỳouhavelipstickonyourshirt,'shesaid.

'Andoveryourear.'

Ẁhatabout爺ndingyoulyingonthecouchwiththaもdrunkenslob?'

Ỳoudidnot.'

ẀheredidI缶ndyou?'

Ỳoufoundussittiユ唱OIO三lthecouch.'

Ìnthedark.'

'Wherehaveyoubeen?'

ÀttheBradleys'.'- E.Hemingway,ToHavea72dHavenot

Whydidafamilychoosetoliveinsuchahome?Well,itwascomfortable,compact,

easytokeepclean,easytoheat.

InMaine:"Ⅰ'm tiredoflivinginacoldbarnwiththewi､rldwhist･lingthrough,tired

ofthetor.me.ntoflittl_etaxesandpayments払rthisandthat.IEt'swarm alldtcQEya凪d

inthesummertheair-conditionerkeepsllSCool."

〃WhatistheusualiJICOmebracketof感1emObilles?〟
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"Thatisvariablebutagoodlynumberareintheten-thousand-totwenty-thousand-

dollarclass.〟

"Hasjobuncertaintyanythingtodowiththerapidincreaseoftheseunits?"-
J.Steinbeck,TravelswithCharley

｢間接話法｣による表現に於いては,すべての言葉が Narrator 自身のものであり,Nar-

ratorの存在を示す表現が入 り込み易くなる｡ 登場人物間の言葉,すなわち,被伝達文を用

いずにそれに相応するような内容を伝える表現法は次のように, Narrator と仮想上の相手

(Readerないし Narratorの "another-self")との会話のような形をとることも少なくなく,

Induecoursethesepeopletoldmequiteabitaboutthemselves.Theycameoverthe

bordereveryyearforthepotatoharvest.Witheveryoneworking,itmadeanicelittle

poolagainstthewinter.Didtheyhaveany troublewithimmigration peopleatike

border?Well,no.Therulesseemedtorelaxduringtheharvestseaso72,andbesidesL,

thewaywassmoothedbyacontractortowhom the3,Paid a small-クercent･a･geof

theirpay,Buttheydidn'treallypayhim.Hecollecteddl'rectlyfrom flhefa物 餅S,

- J.Steinbeck,TravelswithCharles,

より特殊な例としては,次のように, Narratorが一部では ｢直接話淡｣の形をとどめ,元

発言者ごとに行を改め,あたかも ｢直接話法｣の被伝達文を伝えるかのように,すらの言葉

にて会話を行なわせることもある.

Thegroupclosedranks.Thethreeprettygirlsgiggledandwereinstantlysin机も改組

bythenavy-blueeyeofthechieftain,backedbyahissfrom thepatriaLeh,

Wasthatthetruth?WhereinFrance?

hLBercy,ontheoutskirtsofParis,didtheyknow it?

No,unfortunatelytheyhadneverbeeniothefatherland.

Zhopedtheymightremedythat.- J.Steillbeck,TravelswithCharley

上例のような話法は ｢直接話法｣と ｢間接話法｣との車間的な ものであり, 文法的には

"RepresentedSpeech" と呼ばれる ｢間接話法｣の一種である｡これについ て は,大塚高信

博士の ｢直接話法｣ と ｢間接話法｣ との関連からの有益な研究があり,文法研究のみでは

"RepresentedSpeech"は解明できないことが示唆されている｡16ここで,先に述べた Narra-

torの立場という面から,｢体験話法｣ (立場という面から考えた場合, Jespersenの意図し

ている "RepreselltedSpeech" とは食い違 うこともあるので,敢えて ｢体験話法｣とい う別

称を用いておく)について考えたい｡先に触れたように, Hemingway の ToHaveand

HLiわeNoiの最終章は03)-恥)の魔額の Narratorが語 っていることになるが,第二文以降は

㈱-(,a):Ⅰ-MarieMorganが Narratorであるかのような感 じを与える｡これは Narrat･or

が MarieMorgan の立場に入 り込んで彼女の思考を彼女に代わって表現 しているものと考
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えられる｡この場合は "MarieMorganwas･thinking'～が立場の変化を示す表現となってい

るが,次のように,このような表現がなく,立場が変化することもある｡

NettiereachedoverandpattedAnne'shand."rm pfoudtovisitwith such good

company."Shewasn'tafraidoftheseasonoftheBlueMoonnow.Sheknew herjob

had･beendoneandwelldone. Ztwasn'tonefatherorgrandmolherthatmattered;it

wasthewholeparadeofeverybody'speopleandikeshiningbeauts,andwonderoJ

itwasinthisgirl'seyesalready.- HelenSaunders,TheFifthSeason

Hisfatherdidn'teventurn."Supposeyoutellmewhy you needa new pairOf

slleakers;canyoudothat?"

uWel1- H

ztw asbecausetheyfelttheway itfeelseverysummerwhenyoutakeoD your

shoesforikejfrsttimeandru,71inikegrass.Theyfeltasiifeelsstickingyourfeet

outofthehotcoversi72wintertimetoletikecoldwindfrom theopenwindow blow

onthem suddenlyandyouletthem outalongtimeuntilyou pullthem back in

underthecoversagainiofeelthem,likeクacked snow.Thete7misshoesfeltasit

alwの′Sfeelsthefr∫ttz'meeveryyearwadi71g intheslate,watersofikecreekand

seeingyourfeetbelow,halfaninchfurtherdownstream,withrefractio7L,ihanthe

realクartofyouabouewater.

"Dad,"saidTom,"it'shardtoexplain."- RayBradbury,Sneakers

元発言者である登場人物の言葉を自らの言葉に置き換えて,次のように語る場合も,Nar-

ratorが元発言者の立場から語っているものと考えられる0

HetoldherinatiredmorlOtOne,told hereverything justasithadhappened.A

fe抄 PeoPlecamez'ntothekitchen of Mrs.Rodriguez. There waswinetodrz'nk.

Pepddrankwine.Thelittlequarrel- themanstarted towardPepdandthen the

knifeT- itu･entalmostbyitself･Ztjiew,itdartedbeforePepdknew it･- J･

Steinbeck,Flight

次の例では Na7-ratOrの立場が複素酎こ交替する｡

Oneni昏htwhenHarrywasreadinghispaperunderthelamp,Maryjumpedup."I

leftmygardenscissorsoutside,"shesaid."Thedew willrustthem."

Harrylookedoverhispaper."Can'tlge･tthem foryou?"

"No,Tllg｡.Youcouldn't員ndtherm.〟Shewentoutintothegarden andfound

theshears,andthenshelookedin thewindow,intothelivingroom.Harry was

stillreadinghispa少er.Threroo7nWasClear,li丘eai_ictu7te,ll-kethesetofa play
Li＼

thaiwasaboutiost･art,A curtainofireqvaveda.9 2'nthejireクIace.MarystoodstiLll
(ii) (iii)

a私dlooked.Therewasthebig,deep chairshehad been si･i-t蝕･ginami･nuteago.
(iv)
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1抑 aiwouldshebedoingZfshehadn'tcomeoutside?Supposeonly essence,only
(Ⅴ)

mihdandsilghthadcome,leavingMmyinthechairPShecould almostseeherself
(vi)

sittingthere.Herround armsand long jfngerswereresting o72thechair.Her
(vii)

delicate,sensitivefacew asinprojfEe,lookingrePectivelyintoikefrelight. 〃What
(viil)

isshethinkingabout?"Marywhispered."Iwonderwhat'sgoingOrlinhermind.Will

shegetup?No,she'sJustsittingthere.Theneckofthat dressistoowide,Seehow

itslipssidewaysovertheshoulder.Butthat'sratherpretty.Itlookscareless,butneat

andpretty. Now- she'ssmiling. Shemustbe thinking somethhlg nice."- J.

Steinbeck,TheWhiteQuail

上例は客観的な Narrationに始まり,(i)の文に至ると Narratorは登場人物 (Mary)の立場

に入 り込み,後続する (ii),(iii)の文も同様であるが, Mary の眼を通 して見えるものを語

っている｡この場合は,直前の "shelookedinthewindow,intothelivingroom"が (i),

(ii),(iii)の文を語る立場は Maryの立場 (視覚を通 しての)であることを示す標識となって

いる｡(iii)の次の文では,再び Narratorは客観的な立場に戻る｡(iv)の文では再び 乱 的,

(iii)の文と同じ立場に入 り,この場合は,直前の文 "Marystoodstillandlooked."が立場

の変化を示す標識である｡(Ⅴ),(vi)の文では,Maryの眼を通して語ることから,彼女の愚

考を語ること-変化する｡そして,(vi)の次の文を標識として,(vii),(viii)の文で枝 物

の眼を通 して,彼女の見る幻想を語っている｡その後の文では, ｢直接幣法｣の形をとゥで,

客観的な Narrationに変わる｡

以上のうち,(viュ)と(viii)では,Narratorが完全に,登場人物の立場に入 り込んでいるこ

とが示されるo(i),(ii),(iii),(･iv)の文では,Narratorが Maryと同じ場所から室内を見れば

Narratorにも Mary と同じようなものが見え,上例のような語 り方は可能であろうoとこ

ろが,(vii)と (viii)の文では,Narratorは Maryの見る幻想 (これ絶 Mary乾二しか魔えな

い)を語るのであるから,完全に二者が合体 しなければ,このような Nar-rlaio漁捜不可能や

ある｡

4

Narratiollに対する文法研究が残 してきたもの- とくに,言語表現に関する人間関係を

明らかにすること- は主として,修辞法あるいは Comrnunication論が扱 うべきであろう｡

修辞法と Commullication論には,その研究法に於いて,大きな差はないが,前者は伝達内

容が話 し手から聴き手に伝達される際の効果に,そ して後者はその際の正確さに重点が置か

れているように考えられる｡小説に於ける Narratorの語 り方は,内容がいかに効果的に伝

えられるかと同時に,いかに正確に伝えられるかの双方から考えられなければならない｡こ

の場合,効果的に伝えられるためには,まず正確に伝えられなければならない｡この正確さ

とは, Readerが単に言語表現を正確に解釈するのみではなく,誰が,どのような立場から

誰に対 して,何を語っているのかを適格に解釈することを必要とするO このような Narra-

tionを考える際には, 従来の文法が解明 してきた ｢話法｣は, ほんの一部 (言語表現の-
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部)に於いて役に立つのみである (この場合には,意味を排除 した文法よりも,壊能や形態

に意味を含めて考えていた伝統文法が有益な手掛 りlを与えてくれる)から,言語表現に関与

する人間を考慮に入れることは欠くことのできない条件であろう｡

本稿では,日本語の表現については触れなかったが,.筆者の修士論文にて未解決のまま残

こした,｢～である｣,｢～であった｣の表現について少し触れておきたい.次の六種篤の表

現はすべて過去に於ける出来事かこついての Narration とすると,

(1) 彼は舟を見た｡

(2) 彼は舟を見る｡

(3) 彼は舟を見たのであるQ

(4) 彼は舟を見るのであるQ

(5) 彼は舟を見たのであった｡

(6) 彼は舟を見るのであった｡

(1)は客観的な, "camera-eye''を通 しての Narration であり, (2)は ｢劇的現在時制｣ によ

る Narrationである.(3)紘 "Narrator'sPresent" の (iv)(｢現在時｣に於ける Narratorの

判断,断定)に相当するものであろう｡(4)紘(2)と(3)が形式的にも,その伝え方に於いても合

体 したものである｡(5)は出来事の生じた過去に於ける Narratorの断定であり,(6)はこれに

｢劇的現在時制｣の果す役割が合体 したものである｡この(5ほ (6)の表現は Narratorの主観

を示すと同時に,3.2で述べた過去を示す動詞の形式とともに用いられる "you"と類似 した

役割 (Readerを過去の中に引き込む)を果 しているものと考えられる｡

以上は,本稿にて述べた考え方を適用したもので,上記の六種類の表現がこれにて解明さ

れた訳ではなく,一方法を示 したにすぎないoNarrationは一面的に解明されるものではな

く,文法,修辞法,文体論,表現諭,それに Communication論や文学的研究など可能なす

べての方法にて研究されるまでは解明に至らないであろう｡本稿にて,扱ったものは,Nar･

ratorと Readerとの関係の-部であ り, さらに ImpliedAuthorや RealAuthorにまで

も達する研究が必要である｡これには,文学的研究の成果および,これを解明するための新

しい研究方法が必要であるoNarrationはこのように多くの難問を含んでいるが,解明に-

歩でも近づ くことを自らの今後の課題としたい｡
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の形式にて行なわれている｡

仏領 この "here"のように,場所を表わす副詞も時を表わす副詞と同様に扱える｡
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も英語の定冠詞に相当する表現であるが,｢この｣は, ここで用いられている Hthis"のように ｢劇

的現在時制｣の役割をも果しているように考えられる｡
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Summary

Narra.LioninFiction

NaotakaSAでO

Narrationhasbeenstudiedmainlyfrom thetwopointsofview, grammatical and

rhetoricaL Sincegrammarisconcernedwiththegrammaticalfeaturesoflinguisticforms,

ithasmadeclearonlythegrammaticalrelationsbetweell"directnarration"and"indirect

narration,"leavingalltheotherfeaturesofnarrationtorhetorictodealwith.Conse-

quentlytherhetoricalresearchintonarrationshouldbeconcernednotonlywithlinguistic

expressionsbutwithatleasttheparticipants,i.e.,thespeaker(orWriter)alldtllelistener

(orreader).

Theauthortriestomakeinqulriesinto"narratioll"inaction,de丘ningthenarratiorl

asanarrator'swayoftellingastory,andthenarratorasapersonwho,independentof

theauthor,narratesthestorytoareader.

Illthe丘rstplace,personsconcerningthellarratiollmustbetakenintoaccoullt:an

indirectsender(author),adirectsender(narrator),and areceiver(reader).Itmustbe

notedthatanarratorisinthejirstpersonandareaderinthesecondperso77,because

tlleformerspeaksandtilelatterisspokento,andthatallarratOrSpeakstoareaderin

thepresenttime.

Inthesecondplace,thekindsandthepointsOfview ofanarratormustbeclariAed.

Somenarratorsrefertothemselvesbypronoun,name,orsomeepithetlike"yourautllOr"

(A),andothersdonot(B).Somearecharactersaswellasnarrators(a),othersarepure

narrators(b).Thenwegetthreekindsofnarratorto theexclusion of(B)-(a),which

narratorisgenerallynotfound.Thesamenarrator,however,doesnotalwaysnarrates

allthroughastory,andofteninmodern丘ction,anarratortellsastoryfrom thepoillt

ofacharacterotherthanhimself,whichisoneofthemaillfeaturesofllarration.

LingulSticfeaturesofllarrationmustbestudiedinconlleCtionwiththeparticIPa】ltS.

TherelationsbetweenlinguisticexpressionsandtheparticipantsareSOCOmPlicatedthat

itseemsnearlyImpossibletomakeclearalltherelevantrelations.ⅠIlthepresentpaper,

theauthordealswiththefollowingexpressionsinthemain:

(1) expressionslユSedtorefertoanarrator'Sexistence

(2) expressiollSusedtodraw areader'sattention

(3) expressionsusedtosilOW theshiftofanarrator'Spointofview

ltmustbesaidthattheauthordealswithonly afew aspectsofnarrationinthe

presentpaper,andthatnarrationmustbestudiedfrom allthepossiblepointsofview:

grammatical,rhetorical,stylistic,semantic,commuJ1icational,literary,etc.


